





















































































                                                   
2 藤井［1997］p.13は「会計固有の問題領域の最も中心に位置しているものは何であろう
か。私見によれば、それは、測定である。」と述べている。 














































































































































































































                                                   



















性格が異なる点で、原点が 2 つある」と述べている。これを石川［2019］p.34 は、この第
３の見方による現代会計を「『ハイブリット会計』（異種併存会計）とよんだ。」と述べてい
る。 
表 1 ハイブリッドの基礎にあるもの（その２）――その階層性 
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